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4日目、第1試合、横田高校のセンターパスにより前半が開始された。横田高校がディフェンスから前線11番小
早川選手にパスをつなぎ、猛攻を仕掛けるも丹生高校の固いディフェンスを前に決定的なチャンスを生むこと
ができない。11分、丹生高校の攻撃5番小林選手が右をドリブルで持ち上がり相手の反則からPCを獲得。タッチ
シュートを狙うも惜しくも右サイドにそれる。21分、反撃する横田高校はPCを獲得し、11番小早川選手がヒッ
トでシュート、GK裏にこぼれたボールを7番長谷川選手が倒れこみながら押し込み、横田高校が先制点を挙げ
る。なおも横田高校31分、左から9番赤名選手のセンタリングに対し、7番長谷川選手がゴールへ押し込み得
点、リードを2点差に広げる。丹生高校は34分にPCを獲得し、12番佐々木選手のヒットシュートを横田高校1番
青木選手が好セーブ、しかし、立て続けのリバウンドで崩れたところを5番小林選手が押し込み2－1と差を縮
め、そのまま前半が終了する。丹生高校のセンターパスにより後半がスタート。反撃を狙う丹生高校は38分、
12番佐々木選手の左サイドからのドリブルからPCを獲得。しかしGKに阻まれる。5分横田高校6番西村選手がグ
リーンカードにより2分間の退場となる。45分、丹生高校5番小林選手の早いリスタートから7番小林選手にパス
が渡り、PCを取得。5番小林選手のタッチが決まり、同点となる。しかし、その後すぐ横田高校がPCを獲得。11
番小早川選手の豪快なヒットがゴール右に決まり、再度リードする。51分、丹生高校のチャレンジが成功しPC
となる。7番小林選手のリバウンドが決まり、3－3の同点となる。点の取り合いが続き、激しい競り合いが展開
される。59分、丹生高校15番佐々木選手はサークル内でパスを受け、リバースヒットを放つ。ゴール左隅に決
まり、丹生高校がついに逆転。65分横田高校がPCを取得するも、ストップミスにより崩れてしまう。このまま
試合が終了し、丹生高校が明日の決勝進出を決めた。

✓

✓

✓

✓

2 2

3

PS

✓

✓

漆原 愛栞

3

4 4

5 5

✓

✓

✓

✓

公 式 試 合 記 録【戦 評】

2017年　全国高等学校ホッケー選手権大会

（前半

試合番号 ピッチ

試　合

野村 海月 長谷川 和

小林 由佳 長谷川 美紅

川原 菜月 小野田 媛菜

小笹 夏実

井上 優奈 千原 みなみ

　

✓

✓

✓

✓

✓

松原 彩香

徳井 夏音 西村 咲恵

備　考

12

13 13

297

女子 準決勝

場　所

11 11

（後半

時　間

米沢商業高等学校ホッケー場

古澤 和佳

藤原 綾乃

6 6

7 7

8 8

9 9

✓

赤名 美紀

小林 久留海

13

先発

✓

大会名:

3

4

後　半

PC

中山 穂香 小早川 志穂

佐々木 杏果 飛田 優香

佐々木 杏 長谷川 美優

野村 茉友佳 大塚 美季

上坂 唯香 藤原 藍花

1

合　計

1

✓

1

1

2

1

1

23

1

1

10 10

14 14

15 15

12

シュート

【戦評】

　

　

Ｓ　Ｏ

✓

　

7

19

12

前　半

PCゴール

公益社団法人　日本ホッケー協会

PS ゴール

2

1

3

シュート

✓

✓

桑原 ひなた

人工芝（S）

1w チーム名 10w

丹生高等学校 横田高等学校

氏　　　　　名 氏　　　　　名

1 1✓

⑰ 09:30

背番号背番号

奥本 伶奈 青木 珠美

225

先発


